
『
文
選
集
注
』

江
流

「
雑
体
詩
」

訳

注

本
訳
注
に

Jコ

い
て

稀

代

麻

也

子

本

訳

注

は

、

筑

波

大

学

で

稀

代

が

授

業

を

担

当

し

て

い

る

大

学

院

演

習

の

成

果

で

あ

る

。

『

文

選

』

の

先

行

研

究

は

す

で

に

厚

い

層

を

な

し

て

い

て

、

集

注

本

を

中

心

に

江

掩

の

「

雑

体

詩

」

を

読

む

と

い

う

こ

と

に

限

っ

て

み

て

も

、

森

野

繁

夫

氏

の

『

文

選

雑

識

』

(

第

一

学

習

社

、

第
一
冊
一
九
八
一
年
・
第
三
冊
一
九
八
四
年
)
の
校
勘
・
札
記
が
あ
る
。

訳

注

の

原

稿

を

作

成

し

て

い

く

過

程

で

、

多

く

の

優

れ

た

先

行

研

究

の

恩

恵

に

裕

し

て

い

る

。

加

え

て

、

身

近

に

存

在

し

研

究

の

道

で

先

を

ゆ

く

方

々

の

様

々

な

方

面

か

ら

の

御

高

配

に

も

支

え

ら

れ

て

い

る

。

温

か

い
お
心
遣
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

「

雑

体

詩

」

は

、

集

注

本

で

は

巻

六

十

一

・

六

十

二

に

収

め

ら

れ

て

い

る

(

司

唐

紗

文

選

集

注

葉

存

』

第

一

時

の

六

六

三

頁

以

降

。

観

現

に

擬
し
た
作
か
ら
巻
六
十
一
一
)
。
六
十
巻
本
の
『
文
選
』
で
は
巻
三
十
一

に
あ
た
る
(
中
酪
古
典
文
学
叢
世
帯
で
は
第
三
冊
の
一
西
五
二
頁
以
降
)
。

「
雑
体
詩
」
一
ニ
十
首
と
序
の
う
ち
、
集
注
本
で
ほ
ぼ
全
体
が
残
っ
て

い

る

の

は

、

序

と

十

三

篇

(

古

離

別

・

曹

植

・

王

架

・

播

岳

・

陸

機

・

左

思

・

劉

現

・

躍

謎

・

郭

瑛

・

孫

紳

・

許

諦

・

殿

仲

文

・

謝

混

)

で

あ

る
。

「
雑
体
詩
」

を

集

注

本

で

読

む

と

い

う

試

み

は

二

O

O
八

年

度

か

ら

明
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

し

て

い

て

、

す

で

に

序

と

古

離

別

お

よ

び

曹

植

に

擬

し

た

作

品

に

つ

い

て

は

取

り

上

げ

た

こ

と

が

あ

る

。

最

初

は

、

そ

の

ま

ま

続

け

て

い

く

つ

も

り

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、

年

を

お

う

ご

と

に

活

発

な

議

論

を

す

る

よ

う

に

な

っ

て

い

く

院

生

た

ち

に

接

し

て

い

る

う

ち

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

作

品

の

担

当

者

が

折

角

長

い

時

間

を

か

け

て

準

備

し

て

く

る

資

料

を

、

私

が

す

ぐ

に

散

侠

さ

せ

て

し

ま

う

、

そ

れ

を

も

っ

た

い

な

い

と

感

じ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

生

き

生

き

と

活

発

な

議

論

は

、

田

転

の

遅

い

私

を

大

い

に

刺

激

し

、

鼓

舞

し

て

く

れ

る

。

一

週

間

の

活

力

を

与

え

て

く

れ

る

参

加

者

た

ち

の

努

力

と

情

熱

を

そ

の

ま

ま

に

し

て

し

ま

う

の

が

惜

し

く

て

な

ら

な

く

な

っ

た

持

に

取

り

組

ん

で

い

た

の

が

、

王

架

と

播

岳

で

あ

っ

た

。

授

業

で

は

序

か

ら

順

番

に

読

ん

で

い

る

の

に

、

最

初

に

こ

の

二

篇

を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
。

す

で

に

読

ん

だ

部

分

に

つ

い

て

は

、

播

岳

よ

り

後

の

部

分

を

読

ん

で

か

ら
、
ま
た
戻
っ
て
再
度
検
討
し
た
う
え
で
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

研

究

の

方

法

に

関

す

る

点

で

誤

謬

が

あ

れ

ば

、

そ

れ

は

す

べ

て

稀

代

の

糞

任

で

あ

る

。

一

方

、

作

品

が

豊

か

に

読

め

て

い

れ

ば

、

原

稿

執

筆

担

当

者

を

始

め

と

す

る

院

生

た

ち

の

成

果

で

あ

る

。

訳

注

原

稿

作

成

と

い

う

作

業

を

通

す

こ

と

に

よ

っ

て

「

雑

体

詩

」

の

そ

れ

ぞ

れ

の

篇

を

い

か

に

豊

か

に

読

む

こ

と

が

で

き

る

か

、

集

注

本

に

よ

っ

て

こ

そ

導

か

れ

る

読

み

と

い

う

も

の

が

訳

注

結

ま

で

の

間

に

ど

の

程

度

出

て

く

る

か

、

楽
し
み
で
あ
る
。

東



筑
波
中
国
文
化
論
難

第
二
十
九
号

二
O
一O

凡

例

O
各

篇

は

、

「

雑

体

詩

」

の

本

文

・

書

き

下

し

文

・

押

韻

・

校

勘

・

現

代

語

訳

、

「

集

注

」

部

分

に

つ

い

て

は

、

標

題

お

よ

び

「

雑

体

詩

」

の

二

句

ご

と

に

、

本

文

・

警

き

下

し

文

・

校

勘

・

現

代

語

訳

・

担

当

者

の

注
の
階
、
に
よ
る
。

O
使

用

す

る

文

は

、

異

体

の

類

は

通

用

の

字

体

に

直

し

、

新

字

体

が

あ

る

も

の

に

つ

い

て

は

新

体

で

統

一

し

、

特

に

必

要

な

場

合

に

限

り
、
注
記
の
う
え
出
字
体
等
を
用
い
る
。
ま
た
、
書
き
下
し
文
を
含
め
、

全
て
現
代
仮
名
遣
い
に
よ
る
。押

韻

し

て

い

る

か

ど

う

か

の

判

断

は

に
従
う
。

子

安

O
韻
自
は
広
韻
に
よ
る
。

澱
『
漢
説
六
朝
韻
譜
』

O
集

注

本

を

底

本

と

し

、

「

李

善

単

注

」

の

尤

刻

本

・

胡

刻

本

・

国

子

監
本
、
「
五
臣
、
単
注
」
の
陳
八
郎
本
、
「
五
臣
李
善
注
(
「
六
家
注
」
)
」

の
明
州
本
・
秀
州
本
、
「
李
善
五
臣
注
」
の
建
州
本
を
校
勘
に
用
い
る
。

授

業

で

は

、

原

則

と

し

て

偶

人

で

も

所

有

し

や

す

い

影

印

本

を

優

先

し

て

用

い

、

必

要

な

場

合

に

限

り

、

よ

り

印

刷

の

鮮

明

な

影

印

本

で

確

認
す
る
。
「
雑
体
詩
」
の
-
訳
注
で
用
い
る
略
称
と
、
実
際
に
使
用
す
る

各

テ

キ

ス

ト

の

対

応

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

(

確

認

の

た

め

に

用

い

る

影
印
本
に
は
*
を
附
す
)
。

二
頁

明
・
唐
紗
文
選
集
注
舞
存
』
二

0
0
0
年

上

海

古

籍

出

版

社

*

明

京

都

帝

国

大

学

文

学

部

長

印

旧

紗

本

第

三

集

』

一

九

三

五

年

金

沢

文

庫

蔵

*

『

天

理

図

書

館

善

本

叢

書

漢

籍

之

部

第

二

巻

』

一
九
八

O
年

八

木

書

居

天

理

図

書

館

蔵

*

『

京

都

帝

国

大

学

文

学

部

景

印

出

紗

本

第

九

集

』

一

九

回

二

年

里

見

家

・

天

理

盟

書

館

・

土

方

家

蔵

尤

刻

本

日

『

文

選

』

一

九

七

四

年

中

華

書

局

北

京

図

書

館

蔵

(

南

宋

淳

照

八

年

尤

表

)

胡
刻
本

H

吋

文

選

』

一

九

八

一

年

第

二

制

中

華

書

局

(

一

九

七

七

年

第

一

刷

)

(

清

嘉

慶

十

四

年

胡

克

家

)

国

子

監

本

目

『

中

華

再

造

善

本

文

選

』

二

O

O
六
年
北

京

図

書

館

出

版

社

中

国

国

家

図

書

館

(

旧

北

京

密

書

館

)

蔵

北

宋

天

聖

明

道

本

陳

八

郎

本

リ

円

景

印

宋

本

五

臣

集

注

文

選

』

一

九

八

一

年

国

家

図

書

館

(

侶

台

湾

国

立

中

央

図

書

館

)

蔵

(

南

宋

紹

興

三

十

一

年

崇

化

書

坊

)

明

州

本

日

『

日

本

足

科

学

校

蔵

宋

刊

明

州

本

六

臣

注

文

選

』

ニ
O

O
八

年

人

民

文

学

出

版

社

*

『

足

利

学

校

秘

籍

叢

刊

第

三

第

四

巻

』

一

九

七

五

年

汲

古

書

院

足

利

学

校

遺

跡

図

書

館

蔵

『
杢
章
関
所
蔵
六
臣
注
本
文
選
』
二

O

O
四

年

第

三

脚

韓

国

正

文

社

(

一

九

八

三

年

第

一

刷

)

朝

鮮

古

活

字

本

『

六

臣

注

文

選

』

一

九

八

七

年

中

華

書

局

集

注

本

H

秀
州
本
日

建

州

本

H
H



酒

芥

楼

蔵

四

部

叢

刊

本

円

紗

文

選

集

注

葉

存

』

だ

け

が

影

印

刊

行

し

て

い

る

部

分

(
播
岳
、
六
九
六
頁
の
最
後
の
二
行
か
ら
七

O
O
頁

の

第

二

行

ま

で

)

に
つ
い
て
は
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
饗
堂
文
庫
の
御
厚
音
山
に
よ
り
、
閲

覧

す

る

こ

と

が

で

き

た

(

該

当

部

分

の

翻

刻

と

校

勘

に

つ

い

て

は

つ

と

に

成

果

が

あ

る

。

富

永

一

登

・

衣

川

費

次

「

新

出

『

文

選

』

集

注

本

残

巻
校
記
」
『
中
毘
中
世
文
学
研
究
』
三
六
、
一
九
九
九
年
七
月
)
。
実
物

は
影
印
刊
行
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
文
字
が
細
く
、
影
印
本
で
は
前
後
(
天

理

図

書

館

蔵

、

土

方

家

蔵

)

の

部

分

と

印

象

が

少

し

違

う

よ

う

に

感

じ

た

の

が

、

印

刷

等

、

工

程

上

生

じ

た

に

過

ぎ

な

い

こ

と

、

こ

の

篇

に

つ

い

て

は

、

元

々

一

続

き

で

あ

っ

た

の

に

「

文

選

切

」

と

し

て

ば

ら

ば

ら

な

お
吋
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」
訳
注

に

な

っ

た

も

の

が

復

元

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

こ

と

が

改

め

て

確

認

で

き

た
。

『
文
選
集
注
』
江
掩
「
雑
体
詩
」

(二

O

O
九

l

一
0
年

度

)

演

習

参

加

者

荒

井

躍

加

藤

文

彬

逆

瀬

川

彰

子

重

野

宏

一

花

岡

亜

希

(
あ
ら
い
・
れ
い
)
王
集
担
当

(
か
と
う
・
ふ
み
あ
き
)

(
さ
か
せ
が
わ
・
あ
き
こ
)

(
し
げ
の
・
ひ
ろ
か
ず

)

T

A

(
は
な
お
か
・
あ
き
)
潜
岳
担
当

(
五
十
音
煩
)

T 

A 

三
頁
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